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この森にあそび

この森に学びて

あめつちの心に近づかむ

この言葉は、森の国と呼ばれる松野町の初代町長である岡田倉太郎氏が

残したものです。

⼈にはつくれない、ありのままの森、森の国。

そんな森の国で、株式会社サン・クレア初の教育事業がスタートします。

大自然の森の国だからこそできる新たな教育の提案。

既存の教育概念に縛られない自由な学びの創造。

森の国に、多様な価値観をもった多世代の⼈々が集い、

それぞれの「生きる力」を育む。それが私たちのミッションです。

2021年夏、本事業の第一歩目となる「NAME CAMP」が始まります。
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NAME CAMP 2021開催にあたって

代表 細羽 雅之

年代と共に循環していく“良い森の条件”は、植物種が多様であること、その上で、樹木の世

代バラエティ（幼木、若木、成木）が多様化して混在することだといわれています。

（高田宏臣,2020,『土中環境 忘れられた共生のまなざし、蘇る古の技』）

これは、価値観が多様であり、その上で多世代が共存しているという、“良い人間社会の条件”

に対しても同じことが言えるのではないでしょうか。

NAME CAMPは参加する小中学生はもちろん、大学生・社会人スタッフ、農家さんや漁師さ

んといった多様な人たちが関わって作り上げるキャンプです。こどもと大人、そしてその中間

である大学生が、互いに刺激を与え学び合う、そんなキャンプとなることを目指しています。

私自身この森の国、松野町目黒に一家で越してきましたが、大自然の中でこどもたちがのび

のびと過ごし、クリエイティビティを存分に発揮している様子を間近で見てきました。

この10泊11日間のNAME CAMPは、お子様が海・山・川で思いっきり遊び、学ぶ、かけがえ

のない機会となることでしょう。



NAME CAMP 2021のミッション

自然と生きる力
with Nature

人と生きる力
with People

思いやりの心や人と協力してものごとを成

し遂げる力を育みます。

自然を正しく畏れ愛する心や、対自然の中で

予測不可能なことに適応する力を育みます。

自分と生きる力
with Yourself

心身と向き合うことで自分の価値に気づ

き、自分らしくいる力を育みます。

生きる力
Competency of Living

NAME CAMP 2021は、子どもたちが11日間という長時間をかけて

渓谷から海、海から山頂へ移動をするアドベンチャーキャンプです。

多様な仲間が集団生活や大自然の中でのリアルな体験と冒険を通し

て、生きる力を育みます。

キャンプには、野外教育の専門家とインターンシップの学生が全日

程に帯同し、子どもたちの心身の健康と挑戦を支援します。
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生きる力を育むため、NAME CAMP 2021には私たちが大切にした

い5つの要素がつまっています。これら5つの要素の頭文字と、土台

となるCAMPを合わせたものが NAME CAMP です。

Adventure
冒険・挑戦

危険や困難にチャレンジし乗り

越える経験は一生の思い出にな

るはずです。

Nature
絶対的な大自然

対自然の体験は私たちにたくさ

んのことを教えてくれます。

Experience
直接体験

五感を使ったリアルな体験は、

学びを深めそして広げてくれる

ことでしょう。

Mosaic
多様性の集まり

多様な仲間、多様な考えに触れ

ることは子どもたちの見る世界

を広げます。

CAMP
集団生活

家族以外の仲間と共に生活し、グループで力を合わ

せることは、キャンプの根幹です。

NAME CAMP 2021の5大要素
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NAME CAMP 2021概要

★日程

2021年8月3日（火)  13:00集合 13:30～開会式

→ 8月13日（金） 10:00～閉会式 11:00解散 10泊11日

※3日開会式、13日閉会式のみ保護者の同行が可能

※7月17日（土）オンラインキャンプ説明会 10:00～11:30

★募集対象

小学校4年生から中学校3年生までの男女（定員10名）

★参加費

150,000円(食費、宿泊費、活動費、保険料等)

新型コロナウイルスの影響で学校における体験活動が延期・中止になり、教育

キャンプへの参加はますます貴重な機会となっています。そして教育キャンプの

中でも、この「NAME CAMP」は子供達の潜在的な“生きる力”を引き出すキャン

プとなるでしょう。10泊11日間を、ただ「楽しかったー」ではなく、仲間と共

に、自然の厳しさに挑戦し、そして自然に抱かれる経験をした子供たちは、少し

違った顔つきになって帰ってくるに違いありません。

本キャンプの企画・運営者の「まいまい」と「ガブ」は、筑波大学大学院の野外運動研究室において

「野外教育」を専門的に学んできました。そして、子供対象の教育キャンプから企業の野外研修プログ

ラム等を数多く指導してきたキャリアを持っています。また一人のキャンパーとしても、自然・人・ア

ウトドアスポーツをこよなく愛し、その素晴らしさを体得している青年たちです。

キャンパーと指導者の双方の視点から、「NAME CAMP」は現地の環境を最大限に引き出して精緻にプ

ログラミングされています。ワクワク・ドキドキするような「楽しさ」と共に、「絶妙な学び」が仕組

まれた点が、本キャンプの最大の魅力といえるでしょう。

渡邉仁 Watanabe Hitoshi

筑波大学体育系助教 専門:野外教育

野外教育団体TOEL代表/日本野外教育学会理事/日本スキー学会理事 ほか

筑波大学 渡邉仁 助教からのコメント
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★活動内容

野外炊事/テント泊/キャニオニング/マウンテンバイク/一泊登山/

クラフト/海の生活体験/田舎の生活体験

※活動内容は天候や新型コロナウイルスの影響により変更となるこ

とがあります。

こんな景色、
見たことない…！

1泊2日の登山に
向けて、出発！
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NAME CAMP 2021のスタッフ

まいまい

前川 真生子 Maekawa Maiko

学生時代筑波大学「野外運動研究室」に所属し、200以上のキャンプ・野外研修の指導や運営に携わ

る。野外教育本場のカナダに留学し現地でキャンプカウンセラーを経験する。2021年筑波大学大学院

人間総合科学研究科体育学専攻博士前期課程修了。

●主な資格 キャンプディレクター2級/SAJスキー検定1級/野外・災害救急法WFA

～まいまいのとびっきりキャンプの思い出～

まいまいのとびっきりの体験は、雪の積もった谷川岳という山

に登ったことです。山頂への細い尾根道は一歩踏み外せば下ま

で滑り落ちていくような道で、今までに感じたことのない恐怖

を味わいました。その後、山頂から見えた景色は圧巻！！

登った人にしか見れない景色にものすごい達成感を感じました。

人間がどんなに頑張っても敵わない自然の中でリスクに挑戦し、

困難を乗り越えた後の感動や景色は今でも心の中にずっと残っています。今では、この体験はまいま

いの「お守り」となって、新しい挑戦や冒険をするときに勇気を与えてくれます。
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ガブ

川島 才路 Kawashima Toshimichi

大学院2年目に休学、原付で日本各地を回り、キャンプ場清掃、キャニオニングガイド、スキーインス

トラクターといったアルバイトを経験する。愛媛で出会ったフィールド・企業で「キャンプをつく

る」ため2年目の休学を決意。筑波大学大学院「野外運動研究室」所属。

●主な資格 キャンプディレクター2級/SAJスキー検定1級/野外・災害救急法WFA/SSIオープンウォー

ターダイバー

～ガブのとびっきりキャンプの思い出～

これは群馬県の浅間山に登ったときの写真です。梅雨時期にたま

たま訪れた晴れ間、誰もいない山の中へ一人入っていきました。

夜、ヨタカの「キョンキョンキョン」という声に起こされたかと

思えば、朝にはとってもかわいいカモシカに遭遇。山を美しく照

らす朝日の中で、ここには自分と、植物と、動物しかいないという

ことにものすごく感動したのを覚えています。と同時に、この景色を家族や大切な人と共有出来たら

どんなに幸せだろうかと、嬉しいような、少し寂しいような、不思議な気持ちに包まれました。
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そこの君も、
この夏とびっきりの冒険に
出かけてみませんか？

★NAME CAMP 2021への申込方法

下記QRコードからGoogleフォームへ飛んでいただき、お申込

み内容をご入力ください。

※募集期間：6/1(火)～7/13(火) 

★お問い合わせ

Emailアドレス

moritoacademia@oriental-web.co.jp
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主催

株式会社サン・クレア

協力

株式会社イヌガイ・バイシクル 株式会社岡﨑水産

グッドリバー株式会社 多機能学童保育広場すくっと

nicco のぶりん農園 松野町教育委員会

松野・鬼北・宇和島・九島のみなさん

※敬称略五十音順



ナ メ


